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青山学院大学 
社会情報学部 社会情報学科 

• 2008年4月開学：１～4年次 相模原キャンパス 
• 学生定員数:1学年220名（収容定員880名） 

• 授与学位 学士（学術） 

• 大学院社会情報学研究科（相模原、青山） 
• 社会情報学コース 

• ヒューマンイノベーションコース 

• 博士前期（修士）、博士後期（博士） 

• 博士前期学生定員数：1学年30名 

• 博士後期学生定員数：1学年 3名 
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社会情報学部のカリキュラム 
 リエゾン人材の育成 
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• プロジェクト演習 
ー実社会の問題にチャレンジー 

 

 

 
• 発想法 

• プレゼンテーション 

• 創造的会議 

社会情報学部の特徴的な授業 
  社会人基礎力を意識 

• 社会情報体験演習 

 

 

 
• 多読（電子図書館） 

• 発想法と問題解決 

• プログラミング（Scratch） 

• 統計学と調査（正規分布） 

• アクティビティで学ぶ経済学（ト

レードオフ） 

• 実践的な英語教育、就職支援 
• TOEIC、SPI 

青字に電子図書館を活用 4 



大学教育における読書 
 創造的職場（研究開発など）に必要な読書 

• 精読 
• アダムスミス「国富論」を原

文（英文古語）で社会背景を
調べながら読む 

 

• 本質を正確に把握し、 
疑問を持つ 
→ 疑問は発見の糸口 

• 多読 
• １週間で10冊の書籍を読む（まとめる） 

 

• その分野の状況把握 

• 必要な情報を見つける 
 
→ビジネスにも重要な技能 

 

• 2013～15年度まで、DNP 

• 2016年度末に、新たな電子図書館システ
ム「LibrariE」を導入 

 

 
 

アダム・スミス「国富論」(1776年)初版本 
From 東京大学経済学研究科HP 
http://umdb.um.u-tokyo.ac.jp/DPastExh/Publish_db/1997UT120/chapter4/15.html 
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多読課題の問題 

• 図書館  大量の貸し出しのため、棚から本が無くなる 
     大きな机が独占される 

• 学生   大量の本を持ち歩く 

From 東京大学柏図書館 

From いんため「男子大学生の通学カバンの中身って？おすすめなメンズカバン38選！」 
https://intame.jp/universitystudent-recommend-bag38/ 
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青山学院大学社会情報学部 
電子図書館 

7 



出した課題と調査分析 

出した課題 
• 電子図書館で4冊を読み、下記を報告 

• 著者『書籍名』出版社    1行 

• 専門キーワード       5個 

• 読了部分の％ 

• 感想            3行 

• 約２時間 
（90分授業2コマ、説明時間を除く） 

• 2013～15年度は、１週間で10冊 

 

 

アンケートと利用調査 
• 調査対象   社会情報体験演習履修者 

• 主な調査目的 

 ・実際に電子図書館を利用した感想 

 ・電子図書館への要望 

• アンケート期間   2018年4月17日(火) 5限 

• アンケート方法 

 ・Googleフォームを利用したWebアンケート 

• 有効回答数  189名 
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性別と学年 

男女比は６：４ 
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高校時代の文理区分 
通学時間 

・約6割が文系、約4割が理系 
・約４割は1時間以上 10 



日あたりの平均的なPC等の利用時間 
日あたりの平均的な携帯端末の利用時間 

・1日のPC利用は8割以上が2時間未満であるのに対し、 
 携帯端末は6割以上が1日2時間以上利用 11 



現在持っている電子機器 

・iPhoneが圧倒的 
・パソコンにおいてはMacよりもWindowsの方が所持者が多い 

n=189 
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どのような点に魅力を感じたか 
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・置き場所に困らない(90名)、図書館に行く手間がかからない(69名)、 
 本を探す手間がかからない(59名)が上位 
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どのような点に不便さを感じたか 
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・目が疲れる(95名)、バッテリーの心配(74名)は、電子機器における不便な点 
・電子機器として改善の余地が沢山 
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追加して欲しい機能 
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・過去の読書履歴を管理できる機能(70名)を追加し、レコメンド機能に活かせば 
 充実したものに？ 
・予約待ちに関する機能を追加することは有効 
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2013、2014年度の状況 
１週間課題の場合 
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2013、2014年度の状況 
おすすめ図書の効果 
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キャリアのために欲しい書籍のジャンル 
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・英語に対する意識が強いことがわかる(主にTOEIC 167名) 
 一方、就職活動に対する意識はまだあまりないことがわかる(SPI 31名) 

n=189 

18 



プロジェクト演習入門Ⅰ／Ⅱ 
プレゼン教育に必要な資料 
• 授業内容 

• PBL（Project Based Learning）型の演習科目 

• 実証実験は、前期科目の「プロジェクト演習入門Ⅰ」で実施 

• 履修者 
• 学部の2年生が中心（例年、履修者は200名以上） 

• 授業の進め方 
• 企業や行政等が抱える具体的な問題、解決すべき課題を提示 

例：相模原市の2020オリパラへ向けた支援政策、オムロンの環境センサービジネス、
崎陽軒のシウマイに代わるコア商品など 

• 学生は5～6人からなるグループを編成、問題解決に取り組む 

• 学生は、講義の14回目に行われる、学外からの審査員を招いた報告会にて、 
成果をプレゼン 

• そのため、学生には発表資料とプレゼンの両面において、 
 初見で見ても、分かりやすい内容を要求  
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プレゼンテーション学習に必要な書籍 
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書籍の他に掲載した資料 

① プレゼン資料集4冊 
 発表資料作成の参考にするため、前年度の、入門Ⅰ分1冊、入門

Ⅱ分前編・中編・後編の3冊を電子書籍として実装 

 プレゼン資料集は、前年度のファイナルプレゼンテーション時に、

実際に審査員へ配布したもの 

② ファイナルプレゼンテーション時の映像資料6本 
 プレゼンをする際の参考にするため、前年度の、入門Ⅰ分3本、 

入門Ⅱ分3本を実装（1本当たりの時間は、60分～90分程度） 

 映像資料は、前年度ファイナルプレゼンテーション時、審査員から

高評価を得たグループの発表が含まれている教室の録画映像 
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利用統計データの分析結果 

• 資料を借りた学生   ⇒47人／219人 
 

 

 

 

 

 

 

 

• 資料集の貸出回数  ⇒34回 

• 映像資料の貸出回数⇒47回 
 

 

・大半が1回の利用 
・複数回借りた学生は4割程度 

・総貸出回数は81回 
・資料集と映像資料の両方を 
 借りた学生は13人 
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ファイナルプレゼンへ向けての利用 

 最も多かったのが「6/20（火）」で28回（34.6%）、次いで、「7/4（火）」の23回（28.4%）、「6/2
1（水）」と「7/11（火）」の7回（8.6%）の順 

  ⇒ただし「6/20（火）」と「7/4（火）」は、講義内で利用を促進 
 この状況を改善し、自習する時等の講義の時間以外でも、積極的に活用されるツール

にすることが必要 23 



資料集と映像資料が参考になった理由 
 

 資料集は、「発表資料作り」の参考になったと回答した学生が多い 
 映像資料は、発表当日の進行イメージを掴めたからとの回答が多い 
 電子図書館は、発表資料作成やプレゼンのイメージ作りに活用 

 利用者数は少ないが、資料を実装した目的自体は果たされた 

発表資料作り その他の資料作り 
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問題集への活用（TOEICやSPI） 

図書館では、書込みを減らすため、問題集などは置かない 
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まとめ 

• 青山学院大学社会情報学部における 
           電子図書館の活用事例を紹介 

• 多読課題（速読技法の向上） 

• プレゼンテーション教育（模範演技、過去資料） 

• TOEICやSPI（問題集） 

• 電子図書館への期待 
• 多数の図書を持たなくて良いメリット、目が疲れるデメリット（電子機

器に依存） 

• 電子機器であることを活用した機能を大いに期待 

• 自分の読書記録、引用 

• 他者の書評書き込みなどソーシャルメディア機能 
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